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因として，著者らは腸管腔内の条虫虫体の生息環境中に

継続的に供給され，且つ量的にも無視できない宿主胆汁

に着目し，前述の培地に稀釈胆汁を加えた培養液を用い

て小形条虫虫体の発育を検討した．その結果，少なくと

も条虫虫体の初期の発育が胆汁添加によって著しく促進

されることを認めた．以下に，その結果について報告す
る．

はじめに

腸管腔内発育期（lumenalphase）にある条虫虫体の

発育に及ぼす宿主胆汁の影響を調べたものに，Hjwze"o‐

ZePisa加伽tα寄生ラットを用いての報告があり(Good‐

child,1958)，また，草食獣の胆汁を加えた培地中に浸漬

したＥＣ肱oCocC"Ｓｇ７α""/oSz`Ｓの原頭節は，数日以内

に死に至るという報告もある（Smyth，1962)．しか

し，HWlzelzoJ幼ｉＭ加伽rａ（Berntzen,１９６１；Schiller，

1965)，Hyllle"oJ"ｉｓ〃α"ａ（Berntzen，1962）の虫体を

宿主体外で成熟可能とする条件が順次示されると，宿主

腸管内での条虫虫体発育に果たす胆汁の役割は積極的な

意味をもつものではないと考えられるようになった

(CleggandSmyth，1968)．著者らは，SinhaandHo

pkins（1967）の培地を用い，小形条虫幼若成虫を宿主

体外で成熟させることを試みた．この場合，同培地成分

中に加えた馬血清のみは，彼らの用いたものと同一の製

品を入手できなかったので，GIBＣＯ社製の馬血清を用

いた．このような培地中で脱嚢直後の小形条虫幼若虫体

を培養したところ，SinhaandHopkins（1967）の報告

と同様の成績を得ることができなかった．この差異は，

培地中に含まれるBiologicalHuidの製品差によって生

ずる可能性が充分考えられるといわれる(Sinha，１９７６

；Evans，1980)．しかし，更に，同様の組成の培地を用

いたにもかかわらず，培養成績に差ができるという事実

は，好適な培地の成分として加えるべき未確認の要因が

存在することによる，とも考えることができる．その要

材料と方法

宿主：日本チヤールス・リバーより購入したＩＣＲマ

ウスを当教室で繁殖飼育し，７週令以上に達したものを
宿主として使用した．

寄生虫：当教室にてマウスを宿主として維持してきた
小形条虫(Ｈｊﾉｍｅ"oZepis〃α"α）を用いた．

基礎培地：培地は，SinhaandHopkins（1967）の報
告したものである．すなわち，Hanks，ＢＳＳ４容に，６

％glucose水溶液0.5容，10％yeastextract（Oxoid社製）
水溶液１容，ラット肝抽出液１容及び馬血清（GIBＣＯ

社製）３容を無菌的に混合したものである（以後この混

合培地を「基礎培地」とする)．なお，上記成分のう

ち，馬血清のみは，SinhaandHopkins（1967）が用い

た製品と異なるものである．また肝抽出液は，日本チヤ

ールス・リバーより購入した体重2309以上の雄ラット

肝臓より，SinhaandHopkins（1967）の方法で抽出し
たものである．

さらに，上記培地成分のうち，Hanks，ＢＳＳを，他
の合成培地，ＮＣＴＣ１３５（GIBＣＯ社製)，ＲＰＭＩ１６４０

(GIBＣＯ社製)，Glasgow-MEM（GIBＣＯ社製；ＢＨＫ

－２１培地）のいずれかと置き換える実験も試みた．以下

これらを，「Hanks，BSS-基礎培地｣，「NCTC135-基礎
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鏡下に観察し，形成されてきた片節数を経日的に算定

し，虫体発育の指標とした．実際には，全虫体を，その

片節数によって，３０節未満のもの，３０乃至60節のもの，

60節を越えるものの３群に分け，それぞれの群に属する

虫体数を計数した．上記各群毎に，同一培養びん中の全

虫体数（死虫体をも含む）に対する割合（百分率）をも

って結果を示すこととした．

培地｣，「Glasgow-MEM-基礎培地」と，基本となる塩

類溶液または合成培地を冠して示すこととする．

胆汁：添加に用いた胆汁は，ＩＣＲマウス，ニユージー

ランドホワイトラピツト，捕獲野犬より採取凍結保存し

た３種の動物由来の胆汁である．これらを使用時に融解

し，ＮＣＴＣ１３５培地にて稀釈した後に濾過滅菌したもの

を，基礎培地９容に対して１容の割合で加え，目的濃

度の胆汁を含むように調製した．

培養方法：脱殻虫卵50,000～70,000個/匹を経口投与

後120～125時間通常飼育したＩＣＲマウス小腸内より採

取した脱嚢直後片節形成前の虫体を，中村ら（1981）の

方法で洗浄した．この洗浄された虫体30～100隻を，上

記培地Ｌ５ｍｌと共に直径３５ｍｍのCarrell型培養びん

（池本理化製）に入れ，数十秒間混合ガス（95％Ｎ：５

％ＣＯ２）を通気後ただちに密栓し，３７Ｃ孵卵器内に静置

した.３日毎に培地のほぼ全量を新しいものと交換した．

測定方法：Carrell型培養びんの中の虫体を倒立顕微

実験結果

胆汁提供動物種と培養虫体の発育

Ｆｉｇ．１のａ，ｂ，ｃは，それぞれ，マウス胆汁，イ

ヌ胆汁，ウサギ胆汁を，同一組成のHanks,BSS-基礎

培地中に加えた際の培養結果を示したものである．結果

は，それぞれの培地における全培養虫体数に対する30節

以上の片節を形成した虫体数の割合を百分率で示したも

のである．図の横軸には，培地中の胆汁濃度（v/v）を，

縦軸には上述の百分率を示した．マウス胆汁を含む培地
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Fig.１ConcentrationofbileinthemediumandstrobilizationofHjwze"oZePlMα"αcultivated
i〃伽'－０.Valuesareshownaspercentagesofthｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｗｏｒｍｓｗｉｔｈｓｅｇｍｅｎｔｓ（○）ａｎｄ

ｏｆｗｏｒｍｓｗｉｔｈｓｅｇｍｅｎｔｓｏｆｍｏｒｅｔｈaｎ３０（●)，respectively，pertotalnumberofwormsina

bottle，observedaftercultivationfor7dayｓｆｏｒｍｏｕｓｅｂｉｌｅ（a）andrabbitbile（b)，ａｎｄｆｏｒｌＯ

ｄａｙｓｆｏｒｄｏｇｂｉｌｅ（c)．Ｏｎｅｖｏｌｕｍｅｏｆｄｉｌｕｔｅｄ（ｗｉｔｈＮＣＴＣ１３５ｍｅｄｉｕｍ）ｂｉｌｅｗａｓｍｉｘｅｄ
ｗｉｔｈｎｉｎｅｖｏｌｕｍｅｓｏｆｔhebasalmedium（SinhaandHopkins，1967)．
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及びウサギ胆汁を含む培地で培養開始７日後に算定を行

なった理由は，その時期を過ぎると，胆汁濃度０．５％

(v/v)を超える培地中の虫体の内部構造が崩壊し，一度

形成された片節の境界が判別不能となる傾向がみられた

からである．Ｆｉｇ．１に示されているように，３種の動

物由来の胆汁のいずれを加えた場合にも，胆汁濃度０．３

～０５％(v/v)で，片節形成虫体数の占める割合が最も高

かった．Ｐｌａｔｅｌのａ，ｂには，それぞれ０．５％マウス

胆汁添加培地及び胆汁無添加培地中で４日間培養した虫

体を同一拡大率で示した．胆汁濃度が０．５％を超える

と，片節形成促進効果は低下し，逆に虫体の内部構造が

変形する傾向を示した．特にマウス胆汁を用いた場合，

胆汁濃度の高い（1％(v/v)以上）培地中の培養虫体に，

培養開始後３日後には不透明な顕粒状物が充満するよう

になることが認められた(Platel，ｃ)．類似の傾向は，

ウサギ胆汁を添加した培地中で培養した虫体にも認めら

れた．しかし，イヌ胆汁を添加した培地中の培養虫体で

は，胆汁濃度２％(v/v)，培養１０日後のものでも，若干

の頬粒状物出現が認められるものの，片節境界の識別が

不能になることはなかった．培養虫体内部の器管形成

は，胆汁濃度0.33～0.5％(v/v)の培地中の虫体では，培

養５～７日後より明瞭に認められるようになり，１０～１３

日間培養後には，培養びん１個あたり１～２隻の虫体

が，外見上成熟形と認め得る虫卵を形成する傾向を示し
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PlatelGrowthpromotingandinhibiｔｉｎｇｅＨｅｃｔｏｆｔｈｅｂｉｌｅｏｎＨｙ"ze"oJ⑪ｉｓ〃α"αjuvenilesi〃ｕｉｔ７ｏ・

photoa，ｗｏｒｍｓａｆｔｅｒ４daysinthemediumcontaining0.4％(v/v）ofmouse-bile；ｐｈｏｔｏｂ，ｗｏｒｍｓ

ａｆｔｅｒ４ｄａｙｓｉｎｔｈｅｍｅｄｉｕｍｗｉｔｈoutbile；ｐｈｏｔｏｃ，ｗｏｒｍｓａｆｔｅｒ３ｄａｙｓｉｎｔｈｅｍｅｄｉｕｍｃｏｎｔaining2％

(v/v）ofmousebile；ｐｈｏｔｏｄ，ｗｏｒｍｓａｆｔｅｒｌｌdaysinthemediumcontaining０．４％(v/v)ofmouse-bile．

（６１）
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Ｆｉｇ、２EHectofadditionofbileonsegmentationofHjwzc7zoZ⑳ｉｓ〃α"αin
fourtypesofpartiallymodifiedmedium・Ｈａｎｋ,ｓＢＳＳｉｎｔｈｅｍｅｄｉｕｍｄｅｓｃｒｉ‐

bedbySinhaandHopkins（1967）wasexchangedby3sortsofsynthetic

medium：ａ，Hanks,ＢＳＳ（control)；ｂ，ＮＣＴＣｌ３５；ｃ，ＲＰＭＩ１６４０；ｄ，

Glasgow-MEM、Ｄａｔａａｒｅｓｈｏｗｎａｓｍｅａｎｐｅｒｃｅｎｔａｇｅｓｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｗｏｒｍｓｓｅｇｍｅｎｔｅｄｐｅｒｔotalwormsinaculture：●，mediumcontainingmouse

bile；○，noadditive（control)．Verticallineshowsstandarderror(p＜､０１)in

fiveculturebottlesondays3，８ａｎｄｌｌ．

た（Platel-d)．

基礎培地組成の変化及び胆汁添加の有無と培養虫体の

発育

SinhaandHopkins（1967）は，培地中の塩類溶液と

してHanks，ＢＳＳを用いたが，本研究では，このHanks,

BSSを他の合成培地(ＮＣＴＣ１３５，ＲＰＭＩｌ６４０,もしく

はGlasgow-MEM）に置き換え，マウス胆汁を0.4％の割

合で混合した培地中で虫体を培養した際の片節形成虫体

数の割合を経日的に調べた．それらの結果をＦｉｇ．２

のａ，ｂ，ｃ，ｄに示した．対照として，胆汁を全く加

えないそれぞれの培地を用いた際の結果をも示した．４

種類の培地には，各合成培地の製品を除き，同一Lotの

製品を加え，虫体も同一マウスより得たものを用いた．

また全培養びんは同一条件で同時にincubateした．図

の各点は，それぞれ５個の培養びんを用いたものの平均

値±標準誤差（p＜０．０１）を示したものである．結果は，

どの組成の培地を用いても，胆汁添加によって片節形成

虫体数の割合が著しく増大することを示している．しか

し，培地成分中の塩類溶液を合成培地に置き換える操作

によって片節形成虫体数の増加時期及びその程度には著

しい変化が認められなかった．そこで，１１日間培養後の

各虫体を，形成片節数によって３群（＜30,30～60,＞

（６２）
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Fig.３PercentagedistributionofthenumberofsegmentedHjwze"o/"ｉｓ〃α,zabetweenthreeranges
ofthenumberofsegmentaftercultivationforｌｌｄａｙｓｉｎｆｏｕｒｓｏｒｔｓｏｆｐａｒｔｉａｌｌｙｍｏdifiedmedium，

Hanks，BSSinthemediumdescribedbySinha＆Hopkins（1967）wasexchangedby3sortsof

syntheticmedium：ａ,Hanks，ＢＳＳ（control)；ｂ，ＮＣＴＣ１３５；ｃ，ＲＰＭＩ１６４０；ｄ，Glasgow-MEM、
Verticallineshowsstandarderror（p＜､０５）infiveculturebottlesondays3，８，ａｎｄｌｌ．

60）に分け，それぞれ片節形成虫体全数に対する割合

(百分率)を比較した．Ｆｉｇ．３は，各組成の胆汁添加培

地を用いて培養した結果を示したものである．標準誤差

(p＜0.05)範囲を考慮に入れた結果は以下のとおりであ

る．Hanks，BSS-基礎培地では，片節形成虫体の約５０

％以上が30片節未満の虫体であり，一方，６０を超える片

節をもつに至った虫体は約５％未満の割合にとどまっ

た．これに対し，Glasgow-MEM-基礎培地では，３０片

節未満の虫体が30％にとどまり，残りは30片節以上の群

に分布する傾向がみられた．NCTC-135-基礎培地及び

RPMI1640-基礎培地を用いた場合は，培養虫体の片節

形成程度は,Glasgow-MEM-基礎培地での結果とHanks，

BSS基礎培地での結果とのほぼ中間の値の範囲を示し

た．すなわち，用いた３種の合成培地のうち，Glasgow‐

ＭＥＭは他のものに比べ，やや虫体の発育を促進する

傾向を示した．

で，虫体の発育に胆汁を必要としないということから，

ただちに宿主体内での虫体発育に対する胆汁の作用を否

定する結論には至らないと考えられる．Roberts(1980）

も，縮小条虫発育に対する胆汁の発育促進効果は否定

できないとしている．縮小条虫成虫体内に脂肪酸がと

り込まれる際，胆汁酸と脂肪酸との間でmicelleを形成

する必要があるという報告も知られており（Baileyand

Fairbairn，1968)，胆汁の役割を一概に否定することは

できないのが現状である．これまでに小形条虫成虫体の

発育に関して胆汁の生理的作用を調べた報告はないが，

小形条虫成虫も，縮ﾉI､条虫成虫と同様に小腸管腔内に生

息していることから，類似の発育要因を必要とすること

が推察できる．一方，ノj､形条虫成虫虫体のi〃ＵｉＺ'一oでの

発育要因に関しては，Berntzen（1962）が初めて脱嚢直

後の幼若虫体から培養し，成熟虫体を得たことを報告し

ている．そこで，SinhaandHopkins（1967)は，Bern‐

tzen（1962）の方法を追試したが，彼の成績を裏付ける

ことができず，独自の培地を開発した．しかし，彼らの

用いた培地成分も，その製品差によって虫体発育程度に

ばらつきをもたらす(Sinha，１９７６；Evans，1980）といわ

れ，未だその原因も明らかにされていない本研究の結

果は，小形条虫幼若成虫虫体の僅かの成育しか保障し得

ない培地が，比較的低濃度の胆汁添加によって片節形成

を促す程に改良されたことを示している．また，Sinha

andHopkins（1967）の培養系では，回転培養装置が用

いられているが，著者らが同様の条件で回転培養装置を

用いて培養したところ，虫体の発育には，静置培養法と

考察

Goodchild（1958)は，胆管カニユーレを装着して胆汁

の腸管内への流入を妨げるような手術を施したラット腸

管内に，縮小条虫の幼若成虫を移植する実験をおこな

い，宿主胆汁の条虫虫体発育に対する有効性を示した．

一方，ＣｌｅｇｇａｎｄＳｍｙｔｈ（1968）は，Berntzen（1961）

の縮小条虫培養系には胆汁が含まれていないにもかかわ

らず，虫体を成熟に導くことができたことから，胆汁が

条虫虫体に直接作用を及ぼすことによる発育促進作用は

ないという考えを示した．しかし乳人工的な培養条件下

（６３）
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想させ得るものである．しかし，小腸内の胆汁酸は極め

て多様な状態で存在していると考えられる上に，胆汁中

には胆汁酸以外の成分も含まれている．更に，現段階で

の培養成績は，受胎節を形成するに至る虫体数の割合及

び受胎節内虫卵数の面から，宿主体内での虫体の発育と

同程度の発育をｉ〃Ｕ〃ｏで行なわしめるというものに

は至っていない．従って，今後更に胆汁以外の発育要因

についても検討を進める必要がある．

の問に著しい相違を認めなかった（中村ら，未発表)．

このことは，著者らの用いた培地の組成あるいは培養技

術に，回転培養法の効果を覆うような欠陥があることを

示している可能性も考えられる．Sinha（1978）は，単

包条虫の片節形成にはdiphasicmediumが必要である

こと（Smyth，1967）から，小形条虫の回転培養時にみ

られる培養管内壁への沈澱物の不規則な被覆に，条虫虫

体の発育を促す作用がある可能性を推論している．しか

し，著者らは，その被覆に条虫虫体が付着するような現

象を認めず,静置培養時，沈澱物が浮遊する状態でも,胆

汁添加によって充分に片節形成に至ることを観察した．

以上のことから著者らは,静置培養法を用いた場合でも，

培地組成の検計を更に進めることにより，／〃Ｕｉｚｒｏで小

形条虫虫体を維持し，虫卵形成にまで至らしめることは

可能であろうと考えている．

単包条虫原頭節は，好適宿主といわれる犬の胆汁を含

む培地中では著しい変化を示さないが，草食獣の胆汁を

含む培地中では，虫体内に脂質滴を充満させ，追って死

に至るという反応を示す（Smyth,1962)．これと類似の

反応が小形条虫頭節（片節未形成の虫体）にも認められ

た（Platelc)．しかし，小形条虫の場合，頭節に対する

このような作用は，本条虫の好適宿主と見徹し得るマウ

スの胆汁を添加した培地中で最も著しいという傾向を示

した．このことは，小形条虫では，胆汁成分が必ずしも

宿主特異`性を決定する要因とはならないという可能性を

示唆するものである．

胆汁内特有の成分である胆汁酸が片節形成促進に関与

する可能性は，その多様な生物学的活性からも推察でき

る．本研究で実験に用いた胆嚢胆汁内に含まれる胆汁酸

は,ほとんどが抱合体であると考えられる．また，ｉ〃ＵｉＵｏ

腸管内に分泌された抱合胆汁酸は，小腸内を下行するに

従って腸内の細菌による脱抱合を受けつつ腸壁を経て再

吸収されると考えられている（Hayakawa，1973)．一

方，本研究では，虫体発育を促進すると認められる至適

胆汁濃度は，胆嚢胆汁の4/1,000という低濃度（Hargr‐

eaves,1968）であり，また，その濃度が1/100より高値

に設定された培地中の虫体は発育を抑制されるという結

果を得た．更に，小形条虫成虫の通常寄生部位は′I､腸下

部（回腸）であることから，本条虫成虫体は，抱合胆汁

酸濃度が低い状態に維持された環境内に生息することに

なる．このように，抱合胆汁酸が腸管内細菌によって脱

抱合を受け，再吸収される部位に小形条虫成虫体が寄生

するという事実は，本研究のｉ〃Ｕｉｆｒｏの結果と共に，

本条虫の発育促進には抱合胆汁酸が関与する可能性を予

要約

SinhaandHopkins（1967）の方法に従って調製した

培地中で，小形条虫の腸管腔内発育期の幼若虫体を培養

したところ，分節を促すような著しい発育を認めなかっ

た．そこで，同培地中に宿主胆嚢胆汁を加えて静置培養

法により虫体を培養したところ，以下の知見を得た．

１，培地中に0.33～0.5％（v/v）の濃度でマウス胆汁を

加えると，虫体の発育は著しく促進され，受胎節形成

に至る虫体も認められた．

２，培地中に加える胆汁の提供動物は，必ずしもマウス

である必要はなく，イヌまたはウサギの胆汁を用いた

場合でも，上記濃度範囲でほぼ同様の効果を認めた．

３，マウス胆汁を1～2％(v/v)の濃度で含む培地中で

は，培養３～５日後には虫体内部が頚粒状物で充たさ

れ，以後虫体の片節は形成されなかった．

４，培地中に混合して用いたHanks，ＢＳＳの代わりに，

市販の各種合成培地を使用した場合，マウス胆汁添加

による発育促進効果の程度には著しい影響を認めなか

った．但し，Glasgow-MEM培地を用いた場合，

Hanks,ｓＢＳＳを用いた場合に比較して，多くの片節

を形成する虫体数がやや増加する傾向を示した．

文献

1）Bailey，Ｈ・HandFairbairn，，．（1968）：

Lipidmetabolisminhelminthparasites．Ｖ・

Absorptionoffattyacidsandmonoglycerides

frommicellarsolutionbｙＨｊﾉｍｅ"oZePfsai‐

〃""tａ（Cestoda)．CompBiochem・physioL，

26,819-836.

2）Berntzen，Ａ、Ｋ・（1961）：Ｔｈｅｉ〃Uitrocu・

ltivationoftapeworms・ＬＧｒｏｗｔｈｏｆＨｊノー

ｍｅ"oZGPisa加伽Zａ（Cestoda：Cyclophylli‐
dea)．Ｊ・ParasitoL，47,351-355.

3）Berntzen，ＡＫ．（1962）：Invitrocultiva‐

tionoftapeworms・mGrowthandmainte‐

ｎａｎｃｅｏｆＨｊﾉｧ，ze"０J"/Sai〃'zz`tａ（Cestoda：

Cyclophyllidea)．Ｊ・ParasitoL，48,785-797.

（６４）



201

4）Ｃｌegg，ＪＡ・ａｎｄＳｍｙｔｈ，Ｊ、、（1968）：

Growth，Development，andcultureMethods；

ParasiticPlatyhelminths・InChemicalZoolo．

ｇy，vol．Ⅱ，ｅｔ・ｂｙＭ、ＦｌｏｒｋｉｎａｎｄＢＴ・

Scheer，AcademicPress，ＮｅｗＹｏｒｋ，３９５－

４６６．

５）Evance，Ｗ、Ｓ・（1980)：Thecultivationof

LM1e"o/"ｉｓi〃Ｕ"γ０．InBiologyofofthe

TapewormHjwlc"oZePisa加伽ｔα，ｅｄ・ｂｙ
Ｈ、RArai，AcademicPress，ＮｅｗＹｏｒｋ，４２５

－４４８．

６）Goodchild,ＣＧ．（1958)：Growthandma‐

turationoftheCestodeHjwze"oJePisai〃‐

〃”αinbilelesshosts，Ｊ・Parasito1．，４４，３５２－

３６２．

７）Hargreaves，Ｔ・（1968)：TheLiverand
BileMetabolism，North-HollandPublishing

Company，Amsterdam、

８）Hayakawa，Ｓ，（1973)：MicrobiologicalTr‐
ansformationofBileAcids・InAdvancesin

LipidResearch，１１，AcademicPress，New

York，143-192.

9）中村文規・松沢和世・浅野和仁・鈴木博子・村

越里江・岡本謙一(1981）：小形条虫(Hjwze"o‐

Zepis〃α"α）幼若成虫の感染マウス血清中にお

ける沈降物形成．寄生虫誌，30,373-379.

10）Roberts，ＬＳ．（1980)：Developmentof

LMze"｡/”ｉＳａ加伽rainitsdefinitivehost，

InBiologyofthetapewormHjwze"０J"ｉｓ

α〃i"”α，ｅｄ、ｂｙＡｒａｉ，Ｈ、Ｐ.，Academic

Press，ＮｅｗＹｏｒｋ，ａｎｄLondon，357-423.

11）Schiller,ＥＬ．（1965）：Asimplifiedmethod

forthei7zUit7ocultivationoftherattape‐

ｗｏｒｍ，Ｈｊﾉｍｅ"０J"iMi〃"“α、Ｊ、ParasitoL，
51,516-518.

12）Sinha，ＤＰ．（1976）：Yeastextractinme‐
ｄｉａｆｏｒｉ〃UiZ7ocultivationofCestodesＪｎ‐

ｄｉａｎＪ・ExptLBioL，14,46-50.

13）Sinha，ＤＰ．（1978）：Effectofsheepliver

extract，seriallyfilteredincombinationwith

Hanks,BSSofreconstitutedafterSephadex

columnfractionation，ｏｎｔｈｅｇｒｏｗｔｈ＆ｍａ‐

turationofHjwze"o/甲ｉｓ〃α"αｉ〃uiZ7o・Ｉｎ‐

ｄｉａｎＪ・ExptLBio1.,16,1085-1088.

14）Sinha，、Ｐ，andHopkins，ＣＡ．（1967)：

I7zuiZ7ocultivationofthetapewormHjノー

ｍｅ"o/”/ｓ〃a7zafromlarvatoadult、Nature，
215,1275-1276.

15）Smyth，』．，．（1962)：ＬｙｓｉｓｏｆＥｃｈｉ"ococc‐

〃ｓｇ７ａｍＺｏｓ"sbysurface-activeagentsinbi‐
ｌｅａｎｄｒｏｌｅｏｆｔｈｉｓｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎｉｎｄｅｔermi‐

ninghostspecificityinhelminths・ＲｏyalSoc、
Lond.，156,553-572.

16）Smyth,』．，．（1967）：Studiesontapeworm

physiologyH・Ｉ７ｚＵ/t7ocultivationofEcAf

〃ococc"ｓｇγα"zJJos"sfromtheprotoscolexto
thestrobilatestage・Parasitol，57,111-133

（６５）



[Jap. J. Parasit., Vol. 32, No. 3, 195-202, June, 1983]

j Abstract j

EFFECT OF BILE ON THE GROWTH OF JUVENILES

OF HYMENOLEPIS NANA IN VITRO

Fuminori NAKAMURA, Kazuyo MATSUZAWA, Kazuhito ASANO,

Masafumi ABE, Teruki HAGIWARA and Kenichi OKAMOTO

(Department of Medical Biology, School of Medicine,

Showa University, Tokyo, 142, Japan)

Excysted juveniles of Hymenolepis nana, collected from mouse intestine just after killing by

cervical dislocation were cultured in vitro under static culture condition. Except for horse serum,

the culture medium used was the same as that used by Sinha and Hopkins(1967), but we obtained

somewhat different results from did they with H. nana. The difference suggested that differenti

ation of H. nana required some stimulating factors which were not present in the culture medium

provided. In this study as bile is a normal constituent of instestinal contents, it was speculated that

its presence may act as stimulus for strobilization. Bladder bile from mice, dogs or rabbits markedly

proceeded to grow the worms when used at concentration of 0.33 to 0.5% (v/v). But, in the

medium containing more than 0.5% of mouse bile, morphological structure of the worm became

indistinguishable under light microscope within 3 days of cultivation. Either dog bile or rabbit

bile had similar effect on the worms at concentration of more than 0.5%. Hanks' BSS in the

medium was substituted for NCTC 135, RPMI 1640 or Glasgow MEM. No remarkable effect by

these enrichments was observed. However, with Glasgow-MEM medium, some effects to promote

growth of the worms were observed when mouse bile (0.4%) was added to the medium. These

results suggest that host bile has some effects on growth of the juvenile of Hymenolepis nana,

and that the roller tube method which some other studies adopted is not essential for strobilization

of the worm in vitro.
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